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熊本地震災害

　
16
日
5
時
05
分
　
益
田
日
赤
D
M
A
T

に
出
動
要
請
あ
り
。
5
時
50
分
D
M
A
T

メ
ン
バ
ー
が
参
集
。
準
備
を
整
え
8
時
30

分
被
災
地
の
熊
本
赤
十
字
病
院
へ
向
け
て

出
発
し
た
。
D
M
A
T
班
は
16
日
14
時
48

分
熊
本
赤
十
字
病
院
に
到
着
。
熊
本
赤
十

字
病
院
内
に
設
置
さ
れ
た
本
部
の
指
示
に

よ
り
本
部
要
員
と
し
て
熊
本
県
内
の
病
院

の
被
災
状
況
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
医
療
設

備
、
患
者
数
、
支
援
要
否
等
）
を
調
査
、

確
認
す
る
活
動
を
行
っ
た
。
支
援
が
必
要

な
病
院
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
消
防
・
警

察
・
熊
本
県
と
も
情
報
を
共
有
し
、
今
後

展
開
す
る
D
M
A
T
・
救
護
班
の
活
動
の

た
め
、
夜
間
も
不
眠
で
情
報
収
集
活
動
を

つ
づ
け
た
。
D
M
A
T
メ
ン
バ
ー
は
「
活

動
中
も
度
重
な
る
余
震
が
あ
り
、
常
に
揺

れ
て
い
る
感
覚
に
襲
わ
れ
体
力
を
消
耗
し

た
。」
と
当
時
の
状
況
を
振
り
返
っ
た
。

地震発生から災害対策本部立上げ、
DMAT・救護班派遣までの経過

がんばろう
熊本！

益田赤十字病DMAT・救護班
活動レポート

　4月14日21時26分頃、熊本県でマグニチュード（M）6.5 の地震が
発生、この地震により熊本県益城町では震度 7 を記録した。DMAT
メンバーは 14 日 22 時ごろ病院に参集し、出動に備え資材の準備を
行ないましたが、その日は自宅に待機。最初の地震より28時間後の4
月16日1時25分頃には、さらに規模の大きなM7.3の大地震が発生し、
益城町と西原村で震度7を記録、多くの建物損壊が発生した。益田赤
十字病院では災害対策本部を立上げ、情報収集を開始し、DMAT、救
護班の派遣・後方支援を行う体制を取った。そして4月16日にDMAT
と救護班第 1班、5月2日に救護班第 2班を派遣しました。

死者／ 69 人
行方不明／ 1 人、重軽傷者 ／ 1,736 人
建物損壊／ 141,970 棟

避難者／ 約 180,000 人（ピーク時）

被害状況（日赤本社資料より）

（熊本県災害対策本部調べ6月14日時点）
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︻
益
田
日
赤
D
M
A
T
の
活
動
︼

4
月
16
日
出
発 

↓ 

4
月
18
日
帰
院

熊本赤十字病院内本部

出発時

　
5
月
2
日
9
時
に
益
田
赤
十
字
病
院
を

出
発
し
、
17
時
に
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県

支
部
に
到
着
。
現
地
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
情

報
収
集
を
行
い
、
翌
日
よ
り
3
日
間
益
城

町
の
救
護
所
に
て
避
難
者
の
診
療
を
行
っ

た
。
地
震
発
生
か
ら
2
週
間
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、
患
者
に
は
風
邪
症
状
の
方
、

不
眠
の
方
、
持
病
の
薬
の
処
方
を
希
望
さ

れ
る
方
、
精
神
症
状
を
訴
え
る
方
が
お
ら

れ
た
。
医
師
は
長
期
の
避
難
生
活
、
車
中

泊
等
で
肉
体
的
・
精
神
的
に
疲
労
し
た
患

者
に
「
寄
り
添
っ
た
医
療
」
を
提
供
す
る

大
切
さ
を
感
じ
た
。
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︻
救
護
班
2
班
の
活
動
︼

5
月
2
日
出
発 

↓ 

5
月
5
日
帰
院

診察を行うテント（dERU）

診察の様子

　
16
日
6
時
25
分
、
益
田
日
赤
救
護
班
に

出
動
要
請
が
あ
り
、
同
日
12
時
40
分
被
災

地
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
16
日
20
時
24
分

に
日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
に
到
着
。

翌
日
か
ら
2
日
間
上
益
城
郡
山
都
町
の
避

難
所
を
１
か
所
ず
つ
ま
わ
り
、
合
計
12
か

所
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
活
動
を
行
っ
た
。
避

難
者
数
、ラ
イ
フ
ラ
ン
（
電
気・ガ
ス・水
・

電
話
）
の
状
況
、
飲
料
水
・
食
料
の
状
況
、

感
染
症
が
発
生
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、

各
避
難
所
で
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を

調
査
し
、
本
部
へ
報
告
し
た
。
こ
の
情
報

が
後
々
の
救
護
班
の
活
動
に
活
か
さ
れ

た
。
メ
ン
バ
ー
は
「
避
難
所
へ
向
か
う
道

は
、
地
震
の
影
響
で
通
れ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
が
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
道

案
内
の
協
力
を
し
て
く
れ
て
と
て
も
助

か
っ
た
。自
分
た
ち
だ
け
で
は
迂
回
路
や
、

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
集
会
所
を
探
す
の

は
困
難
だ
っ
た
。」
と
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
感
謝
。
救
護
活
動
も
お
互
い
に
「
助

け
あ
う
」
と
い
う
気
持
ち
や
行
動
な
し
に

は
任
務
を
遂
行
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
っ
た
。
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︻
救
護
班
1
班
の
活
動
︼

4
月
16
日
出
発 

↓ 

4
月
19
日
帰
院

避難所のアセスメント

地元ボランティアと写真

救護資材の積込み

地
震
発
生
直
後
か
ら
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
救
護
活
動
に
あ
た
っ
た

メ
ン
バ
ー
の
声
︑
経
験
を
伝
え
︑
訓
練
を
行
い
︑
今
後
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒



県
立
中
央
病
院
、
島
根
大

学
医
学
部
附
属
病
院
へ
約

40
分
、
広
島
大
学
医
学
部

附
属
病
院
へ
約
20
分
、
山

口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

へ
約
30
分
で
搬
送
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

H
C
U

（
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
病
床
）

NEW
H
C
U
は
集
中
治
療
室
（
I
C
U
）
に
準
じ
た
病
室

で
、
新
病
院
で
初
め
て
整
備
し
ま
し
た
。
人
工
呼
吸

器
、
除
細
動
器
、
呼
吸
循
環
監
視
装
置
を
常
設
、

看
護
師
が
常
駐
し
、
手
術
後
な
ど
の
重
篤
な
患
者
さ

ま
に
対
し
集
中
的
に
治
療
・
看
護
を
行
い
ま
す
。

病
床
は
全
部
で
2
8
4
床

で
す
。病
室
は
個
室
が
６９
室

あ
り
、そ
の
他
は
４
人
室
ま

た
は
２
人
室
を
設
置
し
ま

し
た
。病
室
の
頭
側
に
は
、安

ら
ぎ
を
感
じ
る
木
目
調
の
パ

ネ
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。北

側
の
病
室
か
ら
は
日
本
海

を
望
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

手
術
室

NEW

手
術
室
は
、バ
イ
オ
ク
リ
ー

ン
ル
ー
ム
を
含
め
4
室
あ

り
ま
す
。手
術
室
内
の
空

間
を
有
効
に
生
か
す
た
め

の
高
機
能
な
シ
ー
リ
ン
グ

ペ
ン
ダ
ン
ト
・
無
影
灯
、映

像
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

進
化
す
る
手
術
技
術
や
環

境
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
整
備
し
ま
し
た
。ま

た
室
内
は
山
の
緑
、益
田

川
沿
い
の
桜
、石
州
瓦
、益

田
の
青
い
海
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
心
和
ら
ぐ
色
彩
を

施
し
て
い
ま
す
。

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
患
者
様
よ
り
気
軽

に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
ま
た
、

病
棟
の
状
態
を
見
守
り

や
す
く
す
る
た
め
、オ
ー

プ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
開

放
的
な
設
計
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

NEW

救
急
外
来
は
、救
急
車
専
用
の
入
り
口
を
設
け
、一
般

患
者
と
の
導
線
を
分
離
し
ま
し
た
。救
急
専
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
設
置
し
、救
急

外
来
と
各
病
棟
・
手
術
室
・ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
直
結
、診
察
後

の
入
院・手
術
等
へ
ス
ム
ー
ズ

な
搬
送
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。イ
ン
テ
リ
ア
は
鎮
静
効

果
の
高
い
ブ
ル
ー
系
の
配
色

と
し
て
い
ま
す
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト

NEW
新
設
し
た
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト

で
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防

災
ヘ
リ
、
海
上
保
安
庁
ヘ
リ
、

県
警
ヘ
リ
が
離
着
陸
で
き
ま

す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
利
用

に
よ
り
、
高
度
な
治
療
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
を

屋上

救
急
外
来

NEW

リ
ハ
ビ
リ
室
は
器
具
も

一
新
し
ま
し
た
。
２
階

か
ら
外
の
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
訓
練
が
行
え

ま
す
。
災
害
時
に
は
災

害
対
策
本
部
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
庭
園
は
階
段

や
砂
利
道
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
屋
外
で
の
生
活

場
面
を
再
現
し
て
い
ま

す
。
災
害
時
に
は
炊
き

出
し
ス
ペ
ー
ス
に
な
り

ま
す
。

患
者
さ
ま
や
ご
面
会
の

方
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

い
で
い
た
だ
く
た
め
テ
ー

ブ
ル
、椅
子
、自
動
販
売
機

な
ど
を
設
置
し
た
デ
イ

ル
ー
ム
を
各
階
に
設
け
ま

し
た
。ご
面
会
時
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。ま
た
、院
内

で
は
、原
則
と
し
て
携
帯

電
話
の
ご
使
用
は
で
き
ま

せ
ん
が
、デ
イ
ル
ー
ム
は

携
帯
電
話
や
W
i
f
i

（
無
料
）を
ご
使
用
い
た

だ
け
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

リ
ハ
室
・

リ
ハ
庭
園

NEW

2F

NEW

3F

デ
イ
ル
ー
ム

NEW

各階

各階 3F

病
室

NEW

各階

益 田 赤 十 字 病 院

NEW
MASUDA　RED　CROSS　HOSP I T A L

NEW

入院編

新しく生まれ変わった益田赤十字病院を紹介します。

1F
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［ 診 療 日 ］

［ 時 　 間 ］

information

毎週木曜日
脳神経外科外来

脳神経外科の

のお知らせ

外 来 診 療 開 始
11：00→16：00（受付13：30）

［ 診 療 日 ］

［ 時 　 間 ］

［ 備 　 考 ］

月1回　第3水曜日

完全予約制（新患は紹介のみ）

脳神経外科特殊外来
（機能神経外科）

11：00→16：00

※ 機能神経外科は、不随意運動・神経原性疼痛・けいれん・運動麻痺・痙縮などの症状を、手術により消失又は
　軽減する分野です。てんかんに関しては、手術だけでなく、診断・薬物治療も含めた包括的診療を行います。

　
6
月
21
日
、
新
病
院
で
初
め
て
の
防

火
・
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
想
定

は
「
益
田
市
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強

の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
地
震
に
よ

る
建
物
被
害
は
な
い
が
（
新
病
院
に
は

免
震
装
置
が
あ
る
た
め
）、
３
階
西
病
棟

よ
り
火
災
が
発
生
、
消
火
活
動
を
開
始

す
る
も
、
煙
が
大
量
に
発
生
！
消
火
困

難
と
な
り
、
患
者
さ
ん
や
在
院
者
を
屋

外
に
誘
導
・
避
難
す
る
。」
と
い
う
も
の

で
す
。

　
今
回
は
新
し
い
病
院
で
初
め
て
の
訓

練
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
ま
ど
う
と

こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
は

自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
益
田
広
域
消
防
の
は
し
ご
車

に
よ
る
高
所
か
ら
の
救
出
訓
練
も
行
い

ま
し
た
。
雨
の
な
か
益
田
消
防
の
み
な

さ
ま
、
ご
指
導
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
５
年
前
に
東
日
本
大
震
災
、
半
年
前

前
に
は
熊
本
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
訓

練
を
通
じ
て
、
日
頃
の
防
火
・
防
災
意

識
を
高
め
、
地
域

の
皆
様
に
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
7
月
10
日
（
日
）
新
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、「
グ
ラ
ン
ト
ワ・ユ
ー

ス
・
コ
ー
ル
」
の
メ
ン
バ
ー
20
人
に
よ

る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
島
根
県
大
田
市
の
詩
人
、

佐
々
木
寿
信
さ
ん
の
詩
に
よ
る
童
謡
曲

集
「
麦
笛
」
よ
り
11
曲
を
合
唱
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
入
院
患
者
さ
ん
や
付
添
の
ご
家
族
を

前
に
、
笑
顔
で
の
び
の
あ
る
歌
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら

は
「
す
ご
く
よ
か
っ
た
。」「
子
ど
も
た

ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
。」
と
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
8
月
2
日
、
4
日
に
開
催
し
た
高
校

生
看
護
体
験
に
益
田
、
浜
田
、
江
津
市

の
各
高
校
か
ら
合
計
38
名
の
生
徒
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
看
護
師
と
同
じ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着

替
え
、
病
棟
で
は
血
圧
測
定
や
、
患
者

さ
ん
の
足
浴
・
洗
髪
を
手
伝
い
、
新
生

児
室
で
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
っ
こ
し
ま
し
た
。
手
術
室
の
見

学
で
は
手
術
前
の
手
洗
い
の
方
法
に
つ

い
て
学
び
、
本
物
の
手
術
着
を
着
て
、

手
術
道
具
を
手
に
し
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
病
院
の
裏
側
を
体
験
で

き
ま
し
た
。

　
実
習
終
了
後
に
は
「
看
護
師
に
な
り

た
い
と
い
う
意
欲
が
今
ま
で
よ
り
も
高

ま
り
ま
し
た
。」「
自
分
で
血
圧
を
測
る

の
は
難
し
か
っ
た
。」「
患
者
さ
ん
の
足

を
洗
っ
た
時
に
〝
気
持
ち
い
い
ね
、
あ

り
が
と
ね
〞
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て

と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。」、「
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
で
看
護
師
さ

ん
の
観
察
力
や
気
配
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
姿
勢
に
感
心
し

ま
し
た
。」「
将
来
益
田
日
赤
で
働
い
て

み
た
い
。」
な
ど
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
今
回
の
経

験
が
益
田
で
い
っ
し
ょ
に
医
療
を
支
え
る

進
路
選
択
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
8
月
6
日
（
土
）
に
益
田
水
郷
祭
が

あ
り
、
翌
日
の
朝
6
時
か
ら
高
津
川
河

川
敷
に
て
水
郷
祭
後
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
職
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
と

こ
ろ
、
職
員
24
名
と
そ
の
家
族
（
子
供

さ
ん
と
お
母
さ
ん
）
6
名
の
総
勢
30
人

の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
火
箸
と
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
も
っ
て
河
川
敷
を
歩
き
回

り
、
大
き
な
ゴ
ミ
袋
に
3
袋
分
の
ゴ
ミ

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
７
年
目
の
清
掃
活
動
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
た

め
、
来
年
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

活
動
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